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公共下水道の供用区域を拡大します
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平成18年3月1日供用開始

処

理

区

岩

瀬

鍬
田
、犬
田
、岩
瀬
の
各
一
部
（
約
22
㌶
）

供

用

開

始

区

域

　

桜
川
市
で
は
、
平
成
10
年
度
か
ら
旧
真
壁
町ま

ち

で
下
水
道
の
整

備
に
着
手
し
、
平
成
15
年
4
月
に
旧
真
壁
町
の
一
部
、
翌
年
4

月
に
旧
大
和
村
で
供
用
を
開
始
し
、
下
水
道
の
供
用
区
域
を
順

次
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
旧
岩
瀬
町
内
（
鍬く

わ

た田
地
区
な
ど
）
で
初
め
て
供
用

開
始
す
る
な
ど
、
次
の
と
お
り
供
用
を
開
始
し
ま
す
。
今
後
も

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
を
順
次
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

旧
岩
瀬
町
で
は
初
め
て
の

供
用
開
始

　

旧
岩
瀬
町
で
は
、
鍬
田
の
新し

ん
ば
し橋

地
区
で
平
成
14
年
度
か
ら
下
水
道

管か
ん
き
ょ渠

の
整
備
事
業
に
着
手
後
、
東

側
に
整
備
区
域
を
拡
大
し
、

青あ
お
や
ぎ柳

・
水み

と戸
地
区
ま
で
整
備
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
、青あ

お
き木

地
区
（
旧
大
和
村
）

か
ら
川か

わ
し
ま島

鉄
工
所
前
の
Ｔ
字
路
ま

で
県
の
下
水
道
流
域
幹
線
の
延
伸

工
事
が
進
み
、
そ
こ
で
流
域
幹
線

と
市
内
で
整
備
済
の
下
水
道
管
と

が
接
続
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
接
続

に
よ
っ
て
、
県
西
総
合
病
院
か
ら

西
側
の
新
橋
地
区
約
22
㌶
区
域
が

供
用
開
始
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
区
域
に
は
、
一
般
家
庭
の

他
に
、
県
西
総
合
病
院
、
岩
瀬
小

学
校
、
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、

市
営
鍬
田
団
地
、
民
間
ア
パ
ー
ト

な
ど
多
量
の
汚
水
を
排
出
す
る
施

設
が
多
数
あ
り
ま
す
。
Ｕ
字
溝
や

河
川
の
水
質
改
善
に
よ
る
生
活
環

境
の
改
善
の
他
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
の
汚
水
処
理
経
費
の
節
減
な

ど
、
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

旧
大
和
村
、
旧
真
壁
町ま

ち

で

は
供
用
区
域
を
拡
大
（
大

和
運
動
場
東
側
と
真
壁
庁

舎
周
辺
）

　

旧
大
和
村
で
は
、
平
成
16
年
4

月
に
旧
大や

ま
と和

村
役
場
周
辺
（
羽は

ね
だ田

地
区
）
10･

７
㌶
、
平
成
17
年
4

月
に
さ
ら
に
４･

３
㌶
一
部
供
用

を
開
始
し
、
今
年
4
月
1
日
に
大

和
運
動
場
東
側
の
区
域
5
㌶
で
下

水
道
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

旧
真
壁
町
で
は
、
平
成
15
年
4

月
に
中
心
市
街
地
で
あ
る
真
壁
地

区
な
ど
46　　･

９
㌶
で
供
用
開
始
し
、

順
次
区
域
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
4
月
1
日
に
真
壁
庁
舎

（
旧
真
壁
町
役
場
）
周
辺
約
10
㌶

で
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

「日本一きれいなま
・ ・ ・ ・ ・
ちづくり」

今春、公共下水道の
供用区域を拡大します

上
空
か
ら
見
た
緑
豊
か
な
桜
川
市

県西総合病院

市立岩瀬小学校

市営鍬田団地

市立北学校給食
センター

桜川市岩瀬福祉
センター
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桜
川
市
民
み
ん
な
の
財
産

「
桜
川
」
を
き
れ
い
に

　

昨
年
10
月
に
誕
生
し
た
本
市
の

名
称
は
、
旧
岩
瀬
町
・
旧
大
和
村
・

旧
真
壁
町
を
貫
流
し
、
住
民
が
共

通
に
親
し
ん
で
い
る
「
桜
川
」
か

ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

私
た
ち
の
生
活
排
水
の
ほ
と
ん
ど

が
桜
川
か
ら
霞か

す
み
が
う
ら

ヶ
浦
に
注
い
で
お

り
、
こ
れ
ら
の
水
域
の
水す

い
し
つ
お
だ
く

質
汚
濁

が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
私
た

ち
は
、
霞
ヶ
浦
を
水
源
と
す
る
県

西
広
域
水
道
か
ら
飲
料
水
な
ど
の

供
給
を
受
け
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
、
市
民
の
大
切
な
共
有
財
産
と

し
て
、
い
の
ち
の
水
で
あ
る
「
桜

川
」
に
清
流
を
取
戻
す
た
め
、
公こ

う

共き
ょ
う
げ
す
い
ど
う

下
水
道
、
農の

う
ぎ
ょ
う
し
ゅ
う
ら
く
は
い
す
い
じ
ぎ
ょ
う

業
集
落
排
水
事
業
、

合が
っ
ぺ
い
し
ょ
り
じ
ょ
う
か
そ
う

併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
・
普
及

に
積
極
的
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
供
用
が
開

始
さ
れ
た
区
域
の
皆
さ
ん

へ
　

公
共
下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ

れ
た
区
域
の
皆
様
は
、
停
滞
な
く

排
水
設
備
を
設
置
し
て
下
水
道
に

接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
水

質
浄
化
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
建
設
部
下
水

道
課
（
☎
０
２
９
６‒

58‒

５
１
１

１
／
内
線
１
１
６
６
）

処

理

区

真

壁

飯

塚

の

一

部
（

約

10

㌶

）

供

用

開

始

区

域
平成18年4月1日供用開始区域

既供用区域

平成18年4月1日供用開始区域

既供用区域

処 理 区

大 和

供 用 開 始 区 域

本 木 の 一 部（ 約 ５ ㌶ ）

桜川市立大和中学校

筑西広域市町村圏
事務組合

消防本部大和分署

桜川市役所大和庁舎

大和中央公民館
桜川市大和運動場

桜川市社会福祉協
議会シトラス大和
ふれあいセンター

桜川市役所真壁庁舎

県立真壁高等学校

真壁中央公民館
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昨
年
12
月
の
第
1
回
市
議
会
定

例
会
で
、
次
の
方
々
が
市
監
査
委

員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
主
な
経
歴

旧
岩
瀬
町
生
活
環
境
課
長
／
同
町

福
祉
課
長
／
同
町
総
務
学
事
課
長

／
同
町
秘
書
広
聴
課
長
／
同
町
総

務
課
長
／
同
町
収
入
役

■
主
な
経
歴

旧
真
壁
町
議
会
常
任
委
員
会
委
員

長
／
同
議
会
議
長
／
同
議
会
選
出

農
業
委
員
／
同
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
／
同
議
会
選
出
監
査
委
員

行政
市 の 動 き

情報
■
主
な
経
歴

旧
岩
瀬
町
消
防
団
長
／
同
町
議
会

議
員

■
主
な
経
歴

旧
真
壁
町
選
挙
管
理
委
員
会
補
充

員
／
同
会
委
員

■
主
な
経
歴

旧
岩
瀬
町
選
挙
管
理
委
員
会
補
充

員■
主
な
経
歴

旧
大
和
村
選
挙
管
理
委
員
会
補
充

員

■
主
な
経
歴

旧
大
和
村
総
務
課
長
／
同
村
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

■
主
な
経
歴

旧
岩
瀬
町
総
務
課
長
／
同
町
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

■
主
な
経
歴

旧
真
壁
町
町
民
課
長
／
同
町
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

桜
川
市
監
査
委
員
・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

昨
年
12
月
の
第
1
回
市
議
会
定
例
会
で
、
次
の
方
々
が
市
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
26
日
の
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
委
員
長
に
若

わ
か
ば
や
し林

正ま
さ
み美

さ

ん
（
元も

と
い
わ
せ

岩
瀬
地
区
）、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
井い

さ

か

と

し

お

坂
稔
男
さ
ん
（
真
壁
町ち

ょ
う

長な
が
お
か岡

地
区
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
17
年
12
月
8
日
か
ら
平
成
21
年
12
月
7
日
ま
で
の
4
年

間
で
す
。

委　員

大
おおぜき

関　　浩
ひろし

さん
（西

にし こ ば な わ

小塙地区）

桜
川
市
監
査
委
員

桜
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

桜
川
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

昨
年
11
月
の
第
2
回
市
議
会
臨
時
会
で
、
次
の
方
々
が
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
月
14
日
の
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
で
、
委
員
長
に
矢や

部べ

喜き
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
さ
ん
（
大お

お
く
に
た
ま

国
玉
地
区
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
17
年
11
月
25
日
か
ら
平
成
20
年
11
月
24
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

委　員

稲
い な ば

葉安
や す じ ろ う

次郎さん
（真壁町

ちょう

山
や ま お

尾地区）

委員長職務代理者

井
い さ か

坂　稔
と し お

男さん
（真壁町

ちょう

長
な が お か

岡地区）

委員長

若
わかばやし

林　正
ま さ み

美さん
（元

も と い わ せ

岩瀬地区）

委　員

成
な り た

田　三
さぶろう

郎さん
（大

お お ぞ ね

曽根地区）

委　員

嶋
し ま だ

田　一
いちろう

郎さん
（松

ま つ だ

田地区）

委員長

矢
や べ

部喜
き さ ぶ ろ う

三郎さん
（大

おお く に た ま

国玉地区）

委　員

井
い さ か

坂　敏
と し お

雄さん
（真壁町

ちょう

白
し ら い

井地区）

委　員

菊
き く ち

池　健
けんいち

一さん
（門

か ど げ

毛地区）
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旧
町
村
の
道
路
案
内
標
識
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

■道路案内標識のサイズ

「
平
成
17
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
金
賞
に
輝
い
た
市
塚
靖
菜
さ
ん

渡わ
た
な
べ辺

茂し
げ
る

さ
ん
に
総
務
大
臣
感
謝
状

■
申
込
方
法
／
は
が
き
に
、住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
す
る
案

内
標
識
の
番
号
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。原
則
と
し
て
1
人
1
枚
で
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
、
当
選
さ
れ
た
方
に
は
ご
連
絡

い
た
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
／
3
月
24
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
企

画
課
企
画
調
整
係（
〒
３
０
９‒

１

２
９
３
桜
川
市
羽
田
１
０
２
３
／

☎
０
２
９
６‒

58‒

５
１
１
１
代
表
）

　

桜
川
市
誕
生
に
伴
い
、
旧
岩
瀬
町
・
旧
大
和
村
・
旧
真
壁
町
の
道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
た
、
道
路
案
内
標
識
（
左

写
真
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

No.1̃3 縦52cm×横128cm　  重さ約6kg

No.4 縦52cm×横114cm　  重さ約5.3kg

No.5･6 縦52cm×横 88cm　  重さ約4kg

No.7･8 縦40cm×横 84cm　  重さ約3.5kg

No.9 縦37cm×横 72cm　  重さ約2.3kg

No.10̃49 縦30cm×横 58.5cm   重さ約2.6kg

No.50 縦15cm×横 60cm　  重さ約1.1kg

No.51･52 縦15cm×横 58.5cm　重さ約1.1kg

　

茨
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合

会
が
主
催
す
る
、「
平
成
17
年
度

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
、
市
塚
靖
菜
さ
ん

（
桃も

も
や
ま山
中
学
校
3
年
）
が
金
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
の
児
童
・
生
徒

に
明
る
い
選
挙
を
お
し
す
す
め
る

う
え
に
役
立
つ
、
独
創
的
で
印
象

深
い
イ
メ
ー
ジ
の
ポ
ス
タ
ー
を
描

い
て
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ
ま

す
。
市
塚
さ
ん
の
作
品
は
、〝
こ

の
一
票
に
託
す
家
族
の
幸
せ
〞
を

テ
ー
マ
に
描
か
れ
ま
し
た
。「
結

果
を
担
任
の
先
生
か
ら
聞
い
て
、

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と

喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

渡
辺
茂
さ
ん
（
岩
瀬
地
区
稲い

な
り荷

橋は
し

）
に
、
選
挙
関
係
功
労
者
と
し

て
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
が
国
民
参
政
１

１
５
周
年
・
普
通
選
挙
80
周
年
・

婦
人
参
政
60
周
年
の
記
念
の
年
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
多
年
に
わ
た

り
民
主
主
義
の
確
立
や
選
挙
の
啓

発
運
動
に
献
身
的
に
尽
す
な
ど
、

顕
著
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
方
に

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
氏
は
、
旧
岩
瀬
町
選
挙
管
理

委
員
12
年
・
同
会
委
員
長
７
年
を

務
め
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

市い
ち
つ
か塚

靖や
す
な菜

さ
ん
が
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞

No. 地 区 名 枚数 No. 地 区 名 枚数

1 岩　瀬　町 3枚 27 真壁町古城 2枚

2 真　壁　町 11枚 28 真壁町山尾 4枚

3 大　和　村 3枚 29 真壁町田 5枚

4 大　和　村 1枚 30 真壁町伊佐々 1枚

5 岩　瀬　町 2枚 31 真壁町塙世 6枚

6 真　壁　町　 1枚 32 真壁町亀熊 1枚

7 岩　瀬　町 3枚 33 真壁町源法寺 1枚

8 真　壁　町 1枚 34 真壁町羽鳥 3枚

9 真壁町上小幡 1枚 35 真壁町東山田 1枚

10 岩瀬町岩瀬 4枚 36 真壁町北椎尾 1枚

11 岩瀬町犬田 3枚 37 真壁町南椎尾 1枚

12 岩瀬町長方 3枚 38 真壁町酒寄 1枚

13 岩瀬町下泉 2枚 39 真壁町細芝 1枚

14 岩瀬町大泉 4枚 40 真壁町下谷貝 3枚

15 岩瀬町飯淵 2枚 41 真壁町上谷貝 2枚

16 岩瀬町富谷 5枚 42 真壁町白井 1枚

17 岩瀬町門毛 5枚 43 真壁町上小幡 1枚

18 岩瀬町南飯田 3枚 44 真壁町原方 4枚

19 岩瀬町山口 2枚 45 大和村本木 5枚

20 岩瀬町福崎 1枚 46 大和村大曽根 3枚

21 岩瀬町西小塙 2枚 47 大和村羽田 1枚

22 岩瀬町今泉 1枚 48 大和村大国玉 5枚

23 岩瀬町曽根 1枚 49 大和村高森 2枚

24 岩瀬町松田 1枚 50 真壁町原方 1枚

25 岩瀬町友部 3枚 51 岩瀬町岩瀬 2枚

26 真壁町真壁 1枚 52 真壁町田 2枚

合　　計　　　　129枚

選
挙
関
係
功
労
者
と
し
て
総
務
大
臣
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
渡
辺
茂
さ
ん
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ニュース＆トピックス

　44人の彫刻家による「雨引の里と彫刻2006」が、

４月1日（土）から６月４日（日）までの約２ヶ月間、

青
あ お き

木・高
たかもり

森・羽
は ね だ

田地区で開催されます。

　これは、都心に近くかつ多くの田園と自然を残し

ている大
や ま と

和地区・雨引の里の山際、安息空間に現代

彫刻（立体作品）を一定期間展示することで地域と

彫刻の関わりを探っていこうと、地域住民の皆様の

ご協力を得てはじまったもので、今年で６回目を迎

えます。期間中は、オープニングセレモニーや作品

鑑賞バスツアー、そば実演販売などのイベントも予

定されています。どうぞおでかけください。

「雨
あまびき

引の里と彫刻2006」が開催されます
毎
月
の
会
議
を
か
さ
ね
て
４
月
１
日
か
ら
の
「
雨
引
の
里
と
彫
刻

２
０
０
６
」
が
着
々
と
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

浅
あ さ が

賀正
ま さ じ

治さんが国際交流基金「地
ちきゅうしみんしょう

球市民賞」を受賞
地
球
市
民
賞
21
回
の
歴
史
の
中
で
初
の
個
人
受
賞
と
な
っ
た
、
浅

賀
正
治
さ
ん
（
前
列
中
央
）

朝
あ さ ひ

日全国幼児作品コンクールで真
ま か べ ほ い く え ん

壁保育園が最優秀団体賞
朝
日
全
国
幼
児
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
・
銀
賞
な
ど
を
受
賞
し

た
真
壁
保
育
園
児
の
み
な
さ
ん

　浅賀正治さん（亀
かめおか

岡地区）が、国際交流基金「地

球市民賞」を受賞しました。これは、地域の変革や

活性化につながる国際的な地域間交流や文化交流、

相互理解の促進に貢献された団体・個人に贈られる

ものです。

　同氏は、石彫刻家同士の交流を通じて、石の文化

の理解を広げることを使命と考え、1994年より隔年

で、私費を投じて外国人彫刻家を招き、滞在中の活

動などを支援してきました。また、地元文化の理解

を深めるための美術館創設、小中学生や市民向けの

石彫刻教室、地元石材業者と石の文化を広げるため

の「石の学校」など多様な活動を行なっており、今

回の受賞となりました。

　朝日新聞社などが主催する、第2４回朝日全国幼児

作品コンクールで、真壁保育園（真壁地区）が最優

秀団体賞（全国で３園）を受賞しました。

　同園は、小学校入学前の子どもを対象とした自筆

による絵日記・日記・作文・詩などを募集する同コ

ンクールに応募。総数49,735点の応募の中から同園

園児20人が金賞・銀賞などを受賞し、今回の栄誉に

輝きました。長谷川園長は、「今回の受賞は本当にう

れしいことです。これからも、この結果を励みに精

進してまいります。」と喜びを述べています。

ニュース＆トピックス

6さくらがわ　2006.3.1さくらがわ　2006.3.17



　「樺穂蛇々馬会」のみなさん18人から、母校であ

る樺
か ば ほ

穂小学校と桜
さくらがわ

川中学校に現金27万円のご寄附を

いただきました。

　これは、昭和40年4月2日から昭和41年4月1日ま

でに生まれた蛇
へびどし

年と午
うまどし

年の皆さんが今年で数え42歳

の前
まえやく

厄を迎えるために、無病息災を祈願する会費の

一部を寄附していただいたものです。「少額ですが、

このお金を後輩の子ども達のために役立ててくださ

い。」と篠
しのざき

崎会長は述べていました。

厄
や く よ

除け「樺
か ば ほ

穂蛇
じゃじゃうまかい

々馬会」のみなさんが母校に寄付
樺
穂
蛇
々
馬
会　

篠し
の
ざ
き崎

会
長
（
右
か
ら
３
番
目
）
と
山や

ま
だ田

幹
事
（
右

か
ら
２
番
目
）、
岩い

わ
ぶ
ち渕

幹
事
（
右
側
）
が
真
壁
庁
舎
に
来
庁
し
、

石
川
教
育
長
（
左
側
）
に
寄
付
金
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

交通安全子供自転車桜川地区大会で雨
あまびき

引小学校が優勝
第
33
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車
桜
川
地
区
大
会
で
優
勝
し
た
雨

引
小
学
校
の
み
な
さ
ん

スミハツ旗
き

中学校野球大会で桜
さくらがわ

川中学校が優勝
第
12
回
ス
ミ
ハ
ツ
旗
中
学
校
野
球
大
会
で
優
勝
し
た
桜
川
中
学

校
野
球
部
の
み
な
さ
ん

　真壁第1体育館（真壁地区）で開催された「第33

回交通安全子供自転車桜川地区大会」（主催：桜川地

区交通安全協会）で、雨引小学校が３度目の優勝を

飾りました。同大会は、子どもたちが自転車の安全

で正しい乗り方を身に付けることにより交通事故の

防止を図ろうとするもので、桜川警察署管内の６校

の小学校児童が参加。交通法規の学科テストと、交

差点の右左折・一本橋走行などの実技テストの総合

点で競われました。この結果をうけて、来年度に行

われる県大会に、雨引小学校・大
おおくに

国小学校・真
ま か べ

壁小

学校の出場が決定しました。全国大会出場をめざし

て頑張ってください。

　大和野球場（羽
は ね だ

田地区）をメイン会場に行われた、

第12回スミハツ旗中学校野球大会で桜川中学校野球

部が見事優勝のメダルを獲得しました。

　大会には近隣市町から22校が参加し、3日間にわ

たり熱戦が繰り広げられました。同校は決勝戦で、

千
ち よ か わ

代川中学校（下
し も つ ま し

妻市）と対戦。両校とも3安打と緊

迫した投手戦の末、初回の1点のリードを守り抜き優

勝を飾りました。部員のみなさんは、「目標は、県西

地区大会を勝ち抜き、県中学校総合体育大会に出場

し優勝することです。」と力強く述べていました。今

後の活躍が期待されます。

News & Topics
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茨
城
労
働
局

　

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
さ
ら

さ
れ
る
業
務
に
従
事
し
て
い
た
労

働
者
に
つ
い
て
は
、
将
来
「
原げ

ん
ぱ
つ発

性せ
い
は
い肺

が
ん
」、「
中ち

ゅ
う
ひ
し
ゅ

皮
腫
」
な
ど
の

健
康
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
特
に
、「
中
皮
腫
」に
つ

い
て
は
、
石
綿
と
の
因
果
関
係
が

強
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
て
か
ら
発
症
ま

で
の
期
間
が
非
常
に
長
く
、
「
原

発
性
肺
が
ん
」
で
15
年
〜
40
年
、

「
中
皮
腫
」
で
20
年
〜
50
年
と
の

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
「
原
発
性
肺
が
ん
」、「
中
皮
腫
」

等
を
発
症
し
て
お
り
、
そ
れ
が
業

務
に
よ
り
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
補
償
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
近
く
の
労

働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
合
先
／
下
館
労
働
基
準
監
督

署
（
〒
３
０
８‒

０
８
２
５
筑
西

市
下
中
山
５
８
１‒

２
・
☎
０
２

９
６‒

22‒

４
５
６
４)                

　
　
　
　
　
　
　
　

秘
書
広
報
課 

　

市
で
は
、
市
政
に
つ
い
て
市
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
お
聴
き
し
、
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域

と
市
政
の
橋
渡
し
と
な
る
市
政
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
市
内
に
住
ん
で
い
る

20
歳
以
上
の
方

■
募
集
人
員
／
5
人

■
任
期
／
委
嘱
の
日
（
平
成
18
年

6
月
を
予
定
）
か
ら
平
成
19
年
3

月
31
日
ま
で
の
1
年
間

■
活
動
内
容
／
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
言
や
要
望
の
提
出
、
モ
ニ
タ
ー

会
議
（
年
2
回
程
度
）
へ
の
出
席

■
応
募
方
法
／
は
が
き
（
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

を
明
記
）
ま
た
は
電
話
で
お
願
い

致
し
ま
す
。

■
応
募
期
限
／
3
月
31
日
㈮

■
問
合
先
／
桜
川
市
秘
書
広
報
課

（
〒
３
０
９‒

１
２
９
３
桜
川
市
羽

田
１
０
２
３
／
☎
０
２
９
６‒

58‒
５
１
１
１
・
内
線
１
２
６
７
）

　
　

下
館
建
築
高
等
職
業
訓
練
校 

■
科
目
（
内
容
）
／
建
築
科
（
木

造
建
築
に
必
要
な
建
築
製
図
、
実

技
に
必
要
な
知
識
・
技
能
）
板
金

科
（
建
築
板
金
に
必
要
な
基
礎
的

な
建
築
製
図
、
板
金
展
開
法
、
実

技
に
必
要
な
知
識
・
技
能
）

■
募
集
人
数
／
各
科
5
〜
6
人

■
訓
練
期
間
／
3
年
間

■
訓
練
日
時
／
第
２
・
４
日
曜
日

９:

00
〜
15:

00

■
費
用
／
（
年
額
）
各
科
1
年
目

４
２
，
０
０
０
円
、
2
年
目
・
３

年
目
１
５
，
０
０
０
円

■
申
込
み
／
県
西
地
区
下
館
建
築

高
等
職
業
訓
練
校
備
え
付
け
の
入

稿
申
込
書
を
3
月
31
日
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
下
館
建
築

高
等
職
業
訓
練
校
（
〒
３
０
８‒

０
８
４
１
筑
西
市
二
木
成
８
０
６

‒

２
／
☎
０
２
９
６‒

24‒

０
０
５

３
）

　
　
　
　

筑
波
大
学
田
中
研
究
室 

　

筑
波
大
学
の
田
中
研
究
室
（
代

表:

ス
ポ
ー
ツ
医
学
専
攻
教
授 

田た

な

か

き

よ

じ

中
喜
代
次
）
で
は
、
成
人
肥
満

男
性
を
対
象
に「
健
康
運
動
教
室
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

運
動
教
室
内
容

・
1
回
90
分
間
で
週
3
回
（
月
、

　

水
、
土
）
を
約
3
ヵ
月
間
開
催
。

※
参
加
者
の
体
力
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
な
ど
楽
し
く
指
導
い
た
し
ま
す
。

■
参
加
条
件
／
現
在
運
動
習
慣
の

な
い
成
人
男
性
・
身
長
か
ら
体
重

を
引
い
た
数
が
90
以
下
・
へ
そ
位

で
の
ウ
エ
ス
ト
が
90
㎝
以
上
、
の

3
つ
を
す
べ
て
満
た
し
、
週
3
回

の
教
室
に
参
加
す
る
意
欲
の
あ
る

方
で
、
医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ

れ
て
い
な
い
方

■
募
集
人
数
／
30
名

■
検
査
項
目
／
腹
部
内
臓
脂
肪
量
、

骨
密
度
、
体
脂
肪
率
、
血
液
、
体

力
な
ど

■
検
査
費
・
参
加
費
／
無
料

■
期
間
／
4
月
22
日
㈰
午
前
に
説

明
会
、
5
月
20
日
㈯
〜
8
月
16
日

㈬
ま
で
の
3
ヵ
月
間
教
室
を
開
催
。

教
室
前
後
の
5
月
7
日
㈰
、
13
日

㈯
、14
日
㈰
お
よ
び
8
月
19
日
㈯
、

20
㈰
、
26
日
㈯
に
各
2
日
間
か
け

て
各
種
検
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
開
催
時
間
／
月
・
水
曜
日
は
、

石せ
き
め
ん綿

（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
さ
ら

さ
れ
る
業
務
に
従
事
し
て
い
た

労
働
者
の
方
へ

下
館
建
設
高
等
職
業
訓
練
校
生

募
集

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

募　

集

健
康･

福
祉

健
康
運
動
教
室
の
参
加
者
募
集
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い
ず
れ
も
18:

30
〜
20:

00
、

20:
00
〜
21:

30
の
2
ク
ラ
ス
の

内
ど
ち
ら
か
、
土
曜
日
は
17:

00

〜
18:

30
、
18:

30
〜
20:

00
の

2
ク
ラ
ス
の
内
ど
ち
ら
か
、
都
合

に
合
わ
せ
て
参
加
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。

■
開
催
場
所
／
筑
波
大
学
総
合
研

究
棟
Ｄ
（
６
Ｆ
）

■
申
込
期
間
／
３
月
13
日
㈪
〜
17

日
㈮
18:

00
〜
21:

00

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
筑
波
大
学

田
中
研
究
室
（
☎
０
２
９‒

８
５

３‒

２
７
４
４
・
０
２
９‒

８
５
３

‒

２
６
０
２
／
担
当:

笹
井
）　　

U
RL:http://w

w
w
.taiiku.tsuku

ba.ac.jp/̃tanaka/recruit.htm
l

Zippy m
ate

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

　

Zippy m
ate

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

を
学
ぶ
サ
ー
ク
ル
で
、
ダ
ン
ス
を

通
じ
て
表
現
す
る
体
と
心
を
養
い

自
分
で
考
え
行
動
す
る
力
を
育
む

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

同
サ
ー
ク
ル
で
は
、
4
歳
〜
中

学
生
の
お
友
達
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
練
習

日
に
参
加
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
3
月
19
日
㈰
つ
く
ば
市

「
ノ
バ
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
第
8

回
発
表
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
是

非
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

練
習
日

・
日
時
／
毎
週
木
曜
日
17:

00
〜

　

18:

30

・
場
所
／
公
民
館
椎
尾
分
館
（
幼

　

稚
園
児
）
・
紫
尾
小
学
校
体
育

　

館
（
小
学
生
）

■
問
合
先
／
小
池
（
☎
０
９
０‒

４
６
７
６‒

１
２
６
９
）・
鈴
木（
☎

０
２
９
６‒

55‒

２
７
２
４
）
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

秘
書
広
報
課 

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

■
日
時
／
3
月
30
日
㈭
９:

00
〜

16:

00

■
場
所
／
桜
川
市
真
壁
庁
舎
1
階

会
議
室

■
問
合
先
／
桜
川
市
秘
書
広
報
課

（
☎
０
２
９
６-

58‒

５
１
１
１
・

内
線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
4

月
24
日
㈪
岩
瀬
庁
舎
で
行
い
ま
す
。

　
　
　
　

茨
城
県
産
業
技
術
課

一
酸
化
炭
素
中
毒
に
注
意
し
ま
し

ょ
う

・
ご
家
庭
や
職
場
で
、
ガ
ス
コ
ン

ロ
、
湯
沸
器
や
風
呂
釜
な
ど
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
を
使
う
と
き
は
、
換
気

扇
を
動
か
し
た
り
窓
を
開
け
た

り
し
て
、
換
気
を
よ
く
し
ま
し

ょ
う
。
こ
れ
を
守
ら
な
い
と
、

一
酸
化
炭
素
中
毒
を
起
こ
す
危

険
が
あ
り
ま
す
。

・
ガ
ス
を
使
っ
て
い
る
と
き
、
新

鮮
な
空
気
が
足
り
な
く
な
る
と
、

人
体
に
有
害
な「
一
酸
化
炭
素
」

が
発
生
し
、
中
毒
で
倒
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

・
ガ
ス
器
具
や
排
気
筒
の
故
障
や

不
具
合
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
一
酸
化
炭
素
の
発
生
を
防
ぐ
安

全
装
置
が
付
い
て
い
る
ガ
ス
器

　

具
を
お
す
す
め
し
ま
す
。  

ガ
ス
漏
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う      

・
ガ
ス
が
漏
れ
て
い
る
と
、
タ
バ

コ
の
火
な
ど
か
ら
引
火
し
て
爆

発
や
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
ゴ
ム
管
は
、注
意
し
て
接
続
し
、

外
れ
な
い
よ
う
に
管
理
し
ま
し

ょ
う
。

・
ま
た
、
ガ
ス
の
点
火
・
消
火
は

目
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
産
業
技
術
課

産
業
保
安
室
（
☎
０
２
９‒

３
０

１‒

３
５
９
４
）・
茨
城
県
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
お
客
様
相
談
所
（
☎
０
１
２
０

‒

47‒

２
６
８
０
）

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増

し
て
お
り
、
全
国
で
は
昭
和
61
年

以
来
1
，
０
０
０
人
を
超
え
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
死

者
の
過
半
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
あ
り
、
今
後
、
高
齢
化
の
進

展
に
伴
い
死
者
数
の
増
加
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
住
宅
火
災
か
ら
、

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
消
防
法

が
改
正
さ
れ
、
筑
西
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
に
お

い
て
設
置
お
よ
び
維
持
の
基
準
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
（
平
成
17
年

11
月
18
日
公
布
）

■
設
置
時
期
／
新
築
住
宅
に
つ
い

て
は
、
平
成
18
年
6
月
1
日
か
ら

で
す
。（
既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
5
月
31
日
ま
で
に
設
置
）

■
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
／
不

当
に
高
い
価
格
で
販
売
す
る
・
消

防
職
員
を
装
っ
て
販
売
す
る

■
問
合
先
／
筑
西
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
（
☎

０
２
９
６‒

24‒

４
５
８
９
）
・
岩

瀬
消
防
署
（
☎
０
２
９
６‒

75‒

３

５
９
２
）
・
真
壁
消
防
署
（
☎
０

２
９
６‒
55‒

２
４
０
３
）
・
大
和

分
署（
☎
０
２
９
６‒

58‒

６
８
５
１
）

　
　
　
　
　

真
壁
白
井
座
保
存
会 

■
日
時
／
3
月
12
日
㈰

開
演
13:

30
（
開
場
12:

30
）

■
場
所
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
（
シ
ト
ラ
ス
）

■
入
場
料
／
公
演
賛
助
金
と
し
て

５
０
０
円
（
人
形
浄
瑠
璃
の
保
存

継
承
の
た
め
の
賛
助
金
と
し
て
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
席
は
全

席
自
由
で
す
。）                         

演　

目                                  

・「
子
ど
も
二に

に
ん
さ
ん
ば
そ
う

人
三
番
叟
」

　

真
壁
小
学
校
6
学
年
み
ら
い
座

・「
壺つ

ぼ
さ
か
か
ん
の
ん
れ
い
げ
ん
き

坂
観
音
霊
験
記
〜
沢さ

わ
い
ち
う
ち

市
内

　

よ
り
山
の
段
」
真
壁
白
井
座

■
問
合
先
／
真
壁
白
井
座
保
存
会

（
☎
０
２
９
６‒

55‒

０
５
５
６
・

桜
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
内
）

「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
」
メ
ン

バ
ー
募
集

市
長
と
語
ろ
う
「
市
民
の
日
」

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
安
全
に
使
い
ま
し

ょ
う

イ
ベ
ン
ト

人に
ん
ぎ
ょ
う
じ
ょ
う
る
り

形
浄
瑠
璃
真ま

か
べ壁

白し

ら

い

ざ

井
座

第
３
回
定
期
公
演

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置

義
務

お
知
ら
せ
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保健福祉課（真壁保健センター内）/（☎0296-54-1171）

４月の健診等

■会場：真壁保健センター

対象：真壁地区の方

月 日 医 療 機 関 名 住 所 ☎ 診 療 時 間

４/ ２（日）

鏑木クリニック

田崎内科医院

県西総合病院

加茂部4-1

真壁町田268-2

鍬田604

0296-76-3131

0296-55-2511

0296-75-3171

９：００

１６：００

（保険証は

必ず持参）

４/ 9（日）

袖山医院本院

阿部田医院

県西総合病院

西桜川1-43

真壁町亀熊123-1

鍬田604

0296-75-2019

0296-55-0305

0296-75-3171

４/１６（日）

上の原病院

根本医院

県西総合病院

上野原地新田159-2

真壁町真壁202

鍬田604

0296-75-3128

0296-55-0027

0296-75-3171

４/２３（日）

平島医院

つくし野クリニック

県西総合病院

岩瀬198

真壁町椎尾2022

鍬田604

0296-75-2510

0296-20-7755

0296-75-3171

４/２９（土）

山王病院

なかはら整形外科医院

県西総合病院

岩瀬42

真壁町飯塚496-1

鍬田604

0296-75-0600

0296-23-9955

0296-75-3171

４/３０（日）

上の原病院

仁保内科医院

県西総合病院

上野原地新田159-2

真壁町真壁425

鍬田604

0296-75-3128

0296-23-8088

0296-75-3171

４ 月 分

〜

月 日 種 目 対 象 児 受付時間 持 参 す る 物

４/１２（水）

B C G
H17.12月生または６
か月未満の未接種者

13：10～13：30

母子健康手帳・BCG予診票・
体温計

3か月児育児相談、
（B C G接種と同時実施）

H17.12月生
３か月育児相談問診表・バ
スタオル

４/１９（水） 三種混合Ⅰ期初回ー2回目 H17.８月～11月生 13：30～14：00
母子健康手帳・体温計・予
診票

４/２０（木） ２歳児歯科健診 H16.２月～３月生 13：10～13：30
母子健康手帳・問診表・バ
スタオル

４/２７（木） ３歳児健診 H15.１月～２月生 13：10～13：30
母子健康手帳・問診表・バ
スタオル

４月の休日当番医

10さくらがわ　2006.3.1さくらがわ　2006.3.111



健康推進課（岩瀬福祉センター内）/（☎0296-75-2486）

健 康 ドイ
ガ

４月の健診等
月 日 種 目 対 象 児 受付時間 持 参 す る 物

４/ ３（月）

B C G
H17.12月生または６
か月未満の未接種者

13：00～13：10

母子健康手帳・BCG予診票・
体温計

3か月児育児相談
（B C G接種と同時実施）

H17.12月生
３か月児育児相談（ピンク
色の用紙）

４/１２（水） パパ・ママクラス
H18.７月～９月出産予
定者

9：50～14：30 母子健康手帳・テキスト

４/１３（木）

三種混合Ⅰ期初回ー1回目
（岩瀬・大和地区）
H17.11月生

13：30～14：00
母子健康手帳・体温計・予
診票

三種混合Ⅰ期初回ー2回目
（大和地区）
H17.6月～10月生

４/１８（火） １歳６か月児健診 H16.８月～９月生 13：00～13：20
母子健康手帳・通知した内
容のもの

４/２４（月） １歳児健診 H17.４月生 13：00～13：20 母子健康手帳

■会場：岩瀬福祉センター

※大和庁舎保健福祉課からお知らせ／予防接種の未受診者（90か月までの方）に今までは再通知しましたが、

平成18年４月以降は再通知いたしませんのでご注意ください。母子手帳を確認し、未接種の予防接種がある場

合には、『健康カレンダー』や『広報さくらがわ』をごらんになり、受け忘れのないようにしてください。なお、

初めての接種対象者には個人通知いたします。

対象：岩瀬、大和地区の方

月 日 受 付 時 間 お よ び 会 場

４/２１（金） 桜川市岩瀬庁舎（9：30～11：30）／カスミ岩瀬店（13：30～16：00）

４月の献血

４月の精神保健

■会場：岩瀬福祉センター

月 日 種 目 開 催 時 間 備 考

４/１１（火） 精神保健ディケア 9：30～11：30 要予約／内容により会場が変わります 

４/１７（月）
精神保健ボランティア研修会 10：00～12：00 申込み制

こころの健康相談 13：00～15：00 要予約

４/１８（火） 精神保健ディケア 9：30～11：30 要予約／内容により会場が変わります

４/２５（火） 精神保健ディケア 9：30～11：30 要予約／内容により会場が変わります
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明
治
26（
１
８
９
３
）年
旧
3
月

3
日
、
真ま

か
べ
ま
ち

壁
町
飯い

い
つ
か塚

の
上う

え
の野

と
く

が
奉ほ

う
の
う納

し
た
押
し
絵
に
よ
る

六ろ
っ
か
せ
ん

歌
仙
の
絵え

ま馬
で
、
真ま

か
べ
ま
ち

壁
町
桜さ

く
ら
い井

に
あ
っ
た
毘び

し
ゃ
も
ん
ど
う

沙
門
堂
に
奉
納
さ
れ

た
も
の
で
す
。
押
し
絵
の
保
存
状

態
は
良
好
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

僧そ
う
じ
ょ
う
へ
ん
じ
ょ
う

正
遍
昭
、
在あ

り
わ
ら
の
な
り
ひ
ら

原
業
平
、
文ぶ

ん
や
の
や
す

屋
康

秀ひ
で

、
喜き

撰せ
ん
ほ
う
し

法
師
、
大お

お
と
も
の
く
ろ
ぬ
し

伴
黒
主
、
小お

野の
の
こ
ま
ち

小
町
の
六
歌
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ

豪
華
な
衣
裳
を
身
に
つ
け
て
並
ん

で
い
ま
す
。
縮ち

り
め
ん緬

や
金き

ん
ら
ん襴

、
緞ど

ん
す子

な
ど
の
布
地
、
弓
矢
や
刀
、
烏え

ぼ帽

子し

、
髪
の
毛
な
ど
、
細
部
ま
で
て

い
ね
い
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

  
「
旧
三
月
三
日
」
の
ひ
な
ま
つ

り
の
日
に
奉
納
し
た
の
に
は
、
歌

の
上
達
を
願
っ
た
も
の
か
、裁
縫
、

手
仕
事
の
上
達
を
祈
願
し
た
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
。
小
品
な
が
ら

雅み
や
び
な
資
料
で
す
。
毘
沙
門
堂
は
明

治
時
代
、
商
売
繁
盛
の
信
仰
を
集

め
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
現
在
は

廃は
い
ぶ
つ仏

。
会あ

い
づ
ぬ
り

津
塗
の
行
商
に
き
た
会

津
の
商
人
や
左
官
職
人
た
ち
が
奉

納
し
た
漆し

っ
く
い喰

の
絵
馬
も
数
点
見
ら

れ
ま
す
。

　

旧
真
壁
町ま

ち

白
井
地
区
に
は
、
江

戸
時
代
天て

ん
め
い明

期
に
は
じ
ま
っ
た
と

い
う
人に

ん
ぎ
ょ
う
じ
ょ
う
る
り

形
浄
瑠
璃
の
座ざ

（
白し

ら

い

ざ

井
座
、

白し

ら

い

ざ

居
座
と
云
っ
た
）
が
あ
り
ま
し

た
。

　

水
戸
の
大お

お
さ
つ
ま
ざ

薩
摩
座
と
い
う
人
形

芝
居
に
影
響
を
う
け
て
白し

ら
い
む
ら

井
村
の

若
者
が
は
じ
め
た
と
伝
え
ら
れ
、

あ
ま
り
に
も
熱
中
し
す
ぎ
た
た
め
、

笠か
さ
ま
は
ん

間
藩
の
藩は

ん
せ
い
か
い
か
く

政
改
革
の
折
り
、
上

演
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
が
、
農

民
た
ち
は
嘆た

ん
が
ん願

し
て
、
年
一
度
の

村
の
弁べ

ん
て
ん
ま
つ
り

天
祭
に
上
演
す
る
許
可
を

も
ら
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
終
わ

り
頃
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
浄

瑠
璃
（
義ぎ

だ

ゆ

う

太
夫
）
は
、
地
方
の
農

村
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
毎
日
の
よ
う
に
義
太
夫
の
稽け

い

古こ

に
励
む
名
主
さ
ん
も
い
た
よ
う

で
す
。
白
井
村
の
人
形
芝
居
は
近

在
の
村
々
へ
も
公
演
に
出
か
け
人

気
を
博
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
大

正
時
代
に
な
る
と
、
映
画
な
ど
の

娯
楽
に
押
さ
れ
て
人
形
芝
居
も
衰

退
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
大

正
9
（
１
９
２
０
）
年
、
樺か

ば
ほ穂

小

学
校
の
新
築
記
念
に
上
演
さ
れ
た

の
が
最
後
に
な
り
ま
し
た
。現
在
、

こ
の
伝
統
文
化
を
引
き
継
い
で
、

真ま

か

べ

し

ら

い

ざ

壁
白
井
座
が
結
成
さ
れ
、
80
年

ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。

＊
人
形
浄
瑠
璃
に
関
す
る
資
料
を

　

探
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ

　

さ
い
。

床ゆ
か
ほ
ん本

（
浄
瑠
璃
本
）
／
義ぎ

だ
ゆ
う
じ
ゃ

太
夫
三

味み
せ
ん線

・
撥ば

ち

／
見け

ん
だ
い台

（
床
本
を
置
く

譜ふ
め
ん
だ
い

面
台
）
／
浄
瑠
璃
の
上
演
記
録

な
ど

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

No.5
☎　0296-55-0556
FAX 0296-20-7108

床ゆ
か
ほ
ん本
（
大た

ゆ
う夫
が
語
る
浄じ

ょ
う
る
り

瑠
璃
の
本
）

白し

ら

い井
の
人
形
芝し

ば

い居
資
料

展示資料　今月のおすすめ！

押
お

し絵
え

　六
ろ っ か せ ん

歌仙 （資料館蔵）

白
井
座
の
人
形
か
し
ら
（
江
戸
時
代
文ぶ

ん
せ
い
き

政
期
〜

大
正
時
代
）・
市
指
定
文
化
財
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BOOK INFORMATION

《児童図書》
なぞなぞアルファベット

《一般図書》　　　　　　　　
中年宮本武蔵

ルパンの消息

環　流

泣かない女はいない

ぼんくら（上・下）

空耳アワワ

海の仙人

笑う風  ねむい雲

いらっしゃいませ

【今月のおすすめ図書】

きたむらさとし

鈴木　輝一郎

横山　秀夫

稲葉　真弓

長嶋　　有

宮部　みゆき

阿川　佐和子

絲山　秋子

椎名　　誠

夏石　鈴子

新 刊 図 書 内案

貸出期間　２週間（1人5冊まで）
開放時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日・祝祭日
問 合 先　☎0296－58－7117

銀の兜の夜
丸山　健二

《児童図書》
いつのまにか名探偵

もしかしたら名探偵

秘密の道をぬけて

バスをおりたら…

うちにあかちゃんがうまれるの

おかあさんの紙びな

《一般図書》
夜明けの晩に（上・下）

駆けこみ交番

心が雨漏りする日には

自分のまわりにいいことがいっぱい起こる本

ぼけになりやすい人、なりにくい人

新・地底旅行

【今月のおすすめ図書】

杉山　亮

杉山　亮

ロニー・ショッター

小泉　るみ子

いとう　えみこ

長崎　源之助

山田　真美

乃南　アサ

中島　らも

原田　真裕美

大友　英一

奥泉　光

貸出期間　２週間（1人5冊まで）
開放時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日・祝祭日
問 合 先　☎0296－75－0344

告　白
チャールズ・R・ジェンキンス

《一般図書》
だいこん

野ブタをプロデュース

狐宿の人（上・下）

信長の棺

向日葵の咲かない夏

にぎやかな天地（上・下）

告　白

１リットルの涙

下流社会

さおだけ屋はなぜ潰れないのか

慶次郎縁側日記　夢のなか　第９巻

浜町河岸の生き神様

虹色のランドスケープ

母の言い訳

【今月のおすすめ図書】

山本　一力

白岩　玄

宮部　みゆき

加藤　廣

道尾　秀介

宮本　輝

チャールズ・R・ジェンキンス

木藤　亜也

三浦　展

山田　真哉

北原　亜以子

佐藤　雅美

熊谷　達也

黒木　瞳

貸出期間　本：２週間（1人5冊）/
　　　　　ビデオ：１週間（1人1本）
開放時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日・祝祭日
問 合 先　☎0296－55－0159

生協の白石さん
白石　昌則

真壁中央公民館図書室

岩瀬中央公民館図書室

大和中央公民館図書室
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【
岩
瀬
俳
句
会
「
河
」】

母
よ
り
も
生
き
て
足
袋
つ
ぐ
こ
と
忘
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
た
か
子

初
声
を
ま
ち
に
待
ち
お
り
玉
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桧
佐　

て
る

白
髪
を
な
だ
め
て
向
ふ
初
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

は
る

座
る
位
置
替
え
て
も
同
じ
去
年
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

フ
ク

ほ
つ
ほ
つ
と
冬
芽
に
朝
の
日
の
わ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
代
み
ち
よ

凛
々
と
身
の
ひ
き
し
ま
る
初
山
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

啓
治

猫
と
ゐ
て
炬
燵
は
な
れ
ぬ
ひ
と
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

い
し

昨
日
寒
波
今
日
も
寒
波
や
犬
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
山
ひ
ろ
子

は
か
ど
ら
ぬ
身
辺
整
理
春
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
色
寿
美
女

地
球
儀
を
廻
し
て
春
の
ス
リ
ラ
ン
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
平　

房
女

看
護
師
の
笑
顔
近
づ
く
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
田
と
う
女

絵
手
紙
の
柚
子
に
斑ふ

の
あ
る
初
便
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
喜
与
子

歳
時
記
を
め
く
る
幸
せ
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
谷　

充
女

初
筑
波
真
っ
向
に
据
ゑ
新
生
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

凡
鐘

寒
の
日
の
溢
れ
て
ゐ
た
り
石
切
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原
き
し
の

　
【
茂
山
俳
句
会
】

千
手
に
も
遊
ぶ
手
の
あ
り
煤
払
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
沢
静
夫

十
二
色
み
ん
な
使
ひ
し
秋
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
見　

菊
江

枇
杷
の
花
ほ
と
ほ
と
暮
れ
て
し
ま
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　

秀
子

              

自
然
薯
を
掘
る
根
性
と
い
ふ
深
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
崎　

い
ま

日
向
ぼ
こ
し
て
ゐ
て
心
遠
く
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

芳
江

塩
鮭
を
さ
ば
く
庖
丁
の
鈍
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

君
島
真
理
子

              

山
茶
花
の
日
を
呑
み
こ
ん
で
よ
り
白
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
倉　

寂
峰

              

座
を
変
へ
て
み
て
も
従
き
く
る
隙
間
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

幸
子

              

マ
ス
ク
し
て
雑
踏
に
ゐ
る
安
堵
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
坂　

洋
子

              

悴
み
て
夫
を
引
取
る
印
を
捺
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
関　

く
に

巫
女
の
振
る
鈴
の
如
き
の
花
八
っ
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田　

祥
雲

              

火
を
育
て
煙
に
む
せ
ぶ
焚
火
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
崎　

信
子

              

冬
ざ
れ
て
人
影
も
な
き
蜜
柑
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
林　

て
る

              

大
年
の
あ
る
べ
き
や
う
に
帽
子
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
山　
　

昭

　
【
一
般
投
稿
】

眼
帯
の
と
れ
る
日
は
い
つ
落
葉
ふ
む

　
　
　
　
　

真
壁
町ち

ょ
う

東
山
田　

広
瀬　

音
一

　
【
真
壁
短
歌
会
】

ふ
る
さ
と
の
呼
び
名
変
え
ら
れ
新
住
所
の

実
感
の
無
き
ま
ま
記し

る

す
賀
状
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　

昌
雄

桜
川
文
芸

俳　

句

                                           

　

わ
が
国
で
郵
便
が
開
始
さ
れ
た
の
は
明

治
4
（
１
８
７
１
）
年
3
月
か
ら
で
、
四

種
の
郵
便
切
手
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
和
紙
に
銅
板
で
竜
の
模
様
が
印
刷

さ
れ
て
い
た
の
も
で
、「
竜
切
手
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
切
手
」
の
「
切
」
は
、
料
金
の
支
払

い
済
み
を
証
明
す
る
「
切
符
」、「
手
」
は

印
判
を
押
し
た
証
書
を
指
す
「
手
形
」
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
関
所
を
通
る
と
き
、

船
に
乗
る
と
き
な
ど
の
通
行
証
が「
切
手
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
二
つ
折
り
の
薄
紙
だ
っ
た
「
郵
便

葉
書
」
が
発
売
さ
れ
た
の
は
、明
治
6
（
１

８
７
３
）
年
12
月
で
、
厚
手
の
一
枚
に
な

っ
た
の
は
8
月
5
日
。「
は
が
き
紙
」「
は

が
き
印
紙
」「
端
書
」
な
ど
と
記
さ
れ
ま

し
た
が
、16
年
の
「
郵
便
条
例
」
以
後
「
葉

書
」
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。「
葉
」
は
薄

く
平
た
い
も
の
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
「
羽
書
」
と
書
か
れ
た
の

は
、
伊
勢（
三
重
県
）の
津
藩
で
出
し
た
藩

札
で
、
お
札
は
羽
が
あ
る
も
の
の
よ
う
に

飛
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
つ
い
た
名
前
と
い
わ
れ

ま
し
た
。
葉
書
も
紙
幣
と
同
様
、
飛
ん
で

い
く
も
の
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

切
手
・
葉
書

短　

歌
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「
ウ
ド
の
大
木
」
と
い
っ
て
も
ウ
ド
は

木
で
は
な
く
、
ウ
コ
ギ
科
の
多
年
草
。
山

地
に
自
生
し
ま
す
が
、
古
く
か
ら
畑
で
も

栽
培
さ
れ
ま
し
た
。
3
月
ご
ろ
、
勢
い
よ

く
伸
び
た
若
芽
を
土
や
籾も

み
が
ら殻

で
覆
い
、
茎

を
白
く
軟
ら
か
に
成
長
さ
せ
、
掘
り
取
っ

て
食
べ
ま
す
。
香
り
が
よ
い
も
の
で
、
生

で
食
べ
た
り
、
お
ひ
た
し
和あ

え
物
、
煮
物

に
し
た
り
し
て
風
味
を
楽
し
み
ま
す
。

　

ウ
ド
の
異
称
「
独ど

っ
か
つ活

」
は
イ
ヌ
ウ
ド
の

根
を
干
し
た
漢
方
の
薬
名
。
強
い
香
り
が

あ
り
、
煎
じ
て
飲
む
発
汗
剤
、
解
毒
剤
、

鎮
痛
剤
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ウ
ド
は
成
長
す
る
と
、
高
さ
が
２
㍍
に

も
達
し
、ま
た
白
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
が
、

そ
う
な
る
と
食
用
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
大

き
く
な
り
す
ぎ
て
使
え
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
「
ウ
ド
の
大
木
」
は
体
ば
か
り
大

き
く
て
役
に
立
た
な
い
人
の
た
と
え
に
用

い
ら
れ
ま
す
。

　

樋
口
一
葉
の
小
説
「
わ
か
れ
道
」
で
、

背
の
低
い
傘
屋
の
吉
が
「
独う

ど活
の
大
木
は

役
に
立
た
な
い
、
山さ

ん
し
ょ椒

は
小
粒
で
珍
重
さ

れ
る
。」と
い
ば
る
一
節
が
あ
り
ま
す
。「
ウ

ド
の
大
木
」
の
反
対
は
、
ピ
リ
リ
と
か
ら

い
「
山
椒
は
小
粒
」
と
い
う
わ
け
で
す
。

ウ
ド
の
大
木

庭
石
を
残
ら
ず
除
き
菜
園
を

広
げ
て
よ
り
老
い
の
春
は
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

要

徐
ろ
に
跡
の
消
え
ゆ
く
飛
行
機
雲
を

和
尚
説
く
な
り
「
一
切
は
無
…
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村　

次
雄

新
春
の
茶
の
間
に
笑
顔
ふ
り
ま
き
つ
つ

歌
い
お
ど
れ
る
曽ひ

ま
ご孫

は
二
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
村　

ヤ
ス

万
両
は
真
紅
な
る
実
を
あ
ま
た
着
け

冬
枯
れ
の
庭
に
一
際
映
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
本　

英
子

久
々
の
慈
雨
に
大
地
も
潤
い
て

水
仙
の
み
ど
り
芽
角つ

の

ぐ
み
初
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

和
子

　
御み

ひ
か
り光

の
あ
ま
ね
き
平
野
に
生
れ
住
め
ば

天
災
多
き
北
国
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
本
と
よ
子

窓
越
し
の
冬
陽
を
受
け
て
う
た
た
寝
の

夫
の
丸
き
背
の
老
い
を
見
つ
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
ハ
ル
エ

添
黒
の
西
空
に
満
月
か
が
や
き
て

眠
り
い
る
地
上
は
未い

ま

だ
明
け
ざ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

芳
江

懐
か
し
き
昭
和
を
生
き
来
て
今
短う

た歌
に

心
寄
せ
つ
つ
齢と

し

重
ね
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
本
よ
し
子

田
も
畑
も
雪
と
見み

ま
ご紛

う
大
霜
に

登
校
の
児
ら
の
吐
く
息
し
ろ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田　

君
江

寒
の
空
青
く
澄
め
ど
も
裏
日
本
の

豪
雪
被
害
に
思
い
を
寄
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

栄
子

　
【
一
般
投
稿
】

通
学
の
孫
を
迎
え
る
こ
の
駅
は

幾
百
の
兵
見
送
り
し
駅

　
　
　

真
壁
町ち

ょ
う

東
矢
貝
地
区　

藤
田　

光
義

部
活
動
マ
ラ
ソ
ン
レ
ー
ス
で
汗
流
し

長
距
離
上
位
完
走
と
愛ま

な

孫

　
　
　
　
　
　

西
飯
岡
地
区　

大
山　

し
げ

南は

え風
吹
か
ば
情

こ
こ
ろ

即
ち
あ
こ
が
れ
て

磯
部
の
丘
の
ほ
ほ
笑
む
如
し

　
　
　
　
　
　
　

坂
本
地
区　

藤
田　

基
規

太
極
拳
独
り
復さ

ら習
う
は
難か

た

け
れ
ど

身
の
為
な
れ
ば
日
々
に
欠
か
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　

青
木
地
区　

鈴
木　

敏
栄

家
の
外
の
霜
の
白
さ
に
吐
く
息
に

今
朝
は
寒
い
の
し
と
う
人
の
温
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
泉　

稲
子

冬
の
祭
典
テ
レ
ビ
に
て
放
映
ト
リ
ノ
五
輪

す
ば
ら
し
き
開
会
式
に
感
動
す

　
　
　
　
　

西
小
塙
三
地
区　

小
山　

ユ
ミ

　　
【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

梅
の
花
咲
く　

偕
楽
園
で

車
椅
子
押
す　

優
し
い
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬
き
み
子

筑
波
麓
に　

桜
の
蕾

紅
く
色
づ
く　

市
の
芽
ぶ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南　
　

誠
山

迷
う
恋
路
に　

さ
く
ら
が
咲
い
て

春
の
筑
波
が　

ち
と
招
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
葉　

建
正

風
に
吹
か
れ
て　

ブ
ラ
ブ
ラ
歩
き

土
手
の
柳
も　

風
ま
か
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
く
志
輝
美

梅
に
う
ぐ
い
す　

姿
は
見
せ
ず

藪
の
笹
鳴
き　

恋
の
唄　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　
　

哲
人

 　

前
月
号
の
短
歌
作
品
の
中
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤　

廃
屋
に
色
褪
せ
こ
ぼ
る
る
弐
部
の
実
拾

　
　

い
彼
の
日
の
人
を
偲
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保
富
美
江

正　

廃
屋
に
色
褪
せ
こ
ぼ
る
る
式
部
の
実
拾

　
　

い
彼
の
日
の
人
を
偲
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保
富
美
江

誤　

分
か
ち
呑
み
し
ジ
ン
フ
ィ
ズ
甘
く
ま
ろ

　
　

や
か
に
社
会
主
義
は
琥
珀
に
透
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
美
瑳
子

正　

分
か
ち
呑
み
し
ジ
ン
フ
ィ
ズ
甘
く
ま
ろ

　
　

や
か
に
社
会
正
義
は
琥
珀
に
透
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
美
瑳
子

俚　

謡

お
詫
び
と
訂
正
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泉
勝
芳
さ
ん
（
真
壁
地
区
）
が
、

日
本
Ｒ
Ｃ
パ
イ
ロ
ン
・
レ
ー
ス
協

会
主
催
レ
ー
ス
の
25
級
パ
イ
ロ
ン

部
門
で
、
２
０
０
５
年
度
全
日
本

シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き

ま
し
た
。
こ
の
競
技
は
、
規
定
サ

イ
ズ
の
機
体
で
2
点
の
パ
イ
ロ
ン

間
を
周
回
し
て
、
そ
の
タ
イ
ム
を

競
う
も
の
で
す
。　

　

同
氏
は
、
小
学
6
年
生
か
ら
ラ

ジ
コ
ン
飛
行
機
を
始
め
た
35
年
の

ベ
テ
ラ
ン
。
10
年
前
に
、
友
人
と

共
に
「
真
壁
フ
ラ
イ
ン
グ
ク
ラ
ブ

（
Ｍ
．Ｆ
．Ｃ
．）」を
設
立
。現
在
は
、

副
会
長
を
務
め
な
が
ら
ラ
ジ
コ
ン

飛
行
機
の
普
及
に
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。「
３
月
12
日
㈰
・
11
月
26

日
㈰
に
、
ク
ラ
ブ
主
催
の
レ
ー
ス

が
真
壁
町ち

ょ
う

東ひ
が
し
や
ま
だ

山
田
地
内
の
桜
川
河

川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
是
非
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。」
と
泉
さ
ん
。

この広報紙は環境保護のために古
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【表紙】子ども達が昔の遊び
を楽しむ

田
た な か

中　琉
りゅうせい

星ちゃん （１歳）

　平成17年２月26日生

【お父さん】　康司さん　【お母さん】　文恵さん

【お住まい】　門
か ど げ

毛地区

──────── ♥ご両親から♥ ────────                      

　毎日たくさんの笑顔をありがとう。いつまでもそ

の笑顔を忘れず、元気いっぱいすくすく育ってね♥

渡
わたなべ

辺　真
ま な と

那斗ちゃん （１歳６ｶ月）

　平成16年８月23日生

【お父さん】　順一さん　【お母さん】　貴子さん

【お住まい】　真壁町
ちょう

長
ながおか

岡地区

──────── ♥ご両親から♥ ────────                      

　車や動物が大好きな真那斗。毎日少しずつ成長し

ていくのが楽しみです。これからも“こぎつね”の

お友達と仲良く元気に過ごしてね！!

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課（
☎
０
２
９
６　

　

-

58-

５
１
１
１
／
内
線
１
２
６
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

わが家の笑顔

　地域の子ども達を地域で育てる
ために、樺穂小学校（真壁地区）
で「第３回かばほわくわくクラブ」
（主催：青少年育成桜川市民会議真
壁樺穂支部）が開催されました。
　子ども達は、地域の方々とふれ
あいながら、べいごま・はねつき・
長縄・カルタ・輪投げなどの昔の
遊びを楽しみました。

Ｒ
ラジコン

Ｃ飛行機
全日本シリーズチャンピオンに輝く

泉
いずみ

  勝
か つ よ し

芳さん

「家族第一主義です。趣味のラジコン飛行機は空
いた時間に楽しんでいます。」と泉さん

全日本シリーズチャンピオンに輝いた、泉勝芳さん
と愛機「メデューサ」

泉さんは、自ら機体の設計から製作までするそ
うです。


